金魚 



i 島 与 志 雄 



「金魚 を 見る と、 僕 は ある 春の 一 日の こと を 思い出し 

て、 いつも 変な 気持になる、」 と 云って S が 話した こと 

を、 そのまま 三人称に 書き下し たのが、 次の 物語りで 

ある。 

彼 は 愉快で 堪らなかった。 何故 だか 分らなかった が、 

心が 軽く 空中に 漂って いるよう な 心地だった。 愉快と 

いう もの は、 うち 晴れた空に 浮んで る 雲の ような もの 

だ、 と 彼 は 思った。 

それ は 美しく 晴れた 春の 日 だ つ た。 

朝 八 時半に 眼を覚 した。 考えて みると、 丁度 十 時間 



立し いの か 分から なくなって しまう。 それが 僕の 愉快 

なるべき 一日 だつ たんだ からね ご そう 云って S は 話 

の 口 を噤ん だ。 
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